
積荷（貨物）の保険
2025年12月

事業者向け

お問い合わせ先

本社／〒105-8604 東京都港区新橋1-18-6
ホームページ　https://www.kyoeikasai.co.jp/

ご 契 約 に あ た っ て

保険契約期間
保険契約期間は1年間とし、保険証券記載の保険始期日の午前0時(保険証券にこれと異なる時刻が記載されているときはその時刻)から保険終期日の
午後12時までとします。

特　約

損害賠償請求権放棄特別約款
輸送中または保管中に生じた事故に対して、運送業者などに求償してはならない事情がある場合には、この特約を付帯することによって、保険事故発
生時に共栄火災が被保険者から代位取得する損害賠償請求権を放棄することができます。
本特約付帯には割増保険料が必要となります。

保険料のお支払い方法

①保険契約期間前に次の算式で算出した暫定保険料をお支払いください。

②毎月の輸送額を所定の通知日までにご通知ください。
③ご通知いただいた輸送額に基づき、3か月ごとに確定保険料をお支払いください。※

暫定保険料＝年間見積輸送額×　 ×保険料率1
4

（例）4月1日始期日のご契約
保険契約期間

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4月
保険料支払
輸送額の通知

暫定 ① ② ③
* * * * * * * * * * * *

暫定保険料お支払い
第1回から第3回までの確定保険料お支払い
第4回確定保険料お支払い（暫定保険料との差額を精算します。）※
輸送額の通知

暫 定
① ～ ③
確定精算

*※確定保険料のお支払い方法は、月払、半年払、年払も選択いただけます。
（注1）1契約あたりの最低保険料は120,000円です。
（注2）確定保険料特別条項を付帯いただくと、毎月の輸送額の通知、確定精算が不要となります。
（注3）確定精算「輸送額」通知特別約款を付帯いただくと、確定保険料の払込みに応じた期間分をとりまとめての報告が可能です。

確定精算

貨物の損害と費用の損害の合計額に対して、支払限度額（てん補限度額）を限度として保険金を
お支払いします。なお、てん補限度額は物流実態に合わせて設定させていただきます。

（注）支払限度額（てん補限度額）は1回の保険事故ごとに適用され、ご契約の際に特別な取決めを行わない限り、自動復元されます。

次に掲げる事由によって生じた損害は、保険金支払い対象となりません。
保険契約者、被保険者の故意または重大な過失
貨物の自然の消耗またはその性質もしくは欠陥によって生じた自然発火、自然爆発、むれ、かび、腐敗、変質、変色、さび、蒸発
荷造りの不完全
輸送用具、輸送方法または輸送に従事する者が出発時に、貨物を安全に輸送するのに適していなかった場合
運送の遅延
違約金、慰謝料、逸失利益などの間接損害
戦争危険、ストライキ危険、暴動、社会騒じょう、集団的暴行などの危険
検疫または公権力による処分
地震・噴火もしくはこれらによる津波またはこれらに関連のある火災などの危険
原子核反応または原子核の崩壊
保管中の紛失、その他原因不明の数量不足
保管中の貨物に対するテロリストまたは政治的動機から行動する者の行為
化学兵器、生物兵器、生物化学兵器、電磁気兵器 
サイバー攻撃 …など
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具体的な保険料は、ご契約のつど個別に計算いたしますが、その際、次の事項をお知らせください。

1事故支払限度額（てん補限度額）

貨物の損害 費用の損害

保険金のお支払い方法

保険金をお支払いできない主な損害

保険料のお見積りにあたって

共通

期間建運送保険（Ａ）

期間建運送保険（B）
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【保管中担保の場合】

PB203800（25.12改）M
25-1956-20261223

（期間建運送保険（Ａ）特別約款／期間建運送保険（Ｂ）特別約款付運送保険）
期間建運送保険

もしも事故が起こったら…
すみやかに取扱代理店または下記までご連絡ください。

0120-044-077 通話料
無料２４時間365日事故受付サービス「あんしんほっとライン」

保険に関するお問い合わせ・ご相談・苦情は
商品・契約内容に関するお問い合わせ・ご相談・苦情、各種お手続き、保険料のお見積りは、取扱代理店または共栄火災営業店にご連絡ください。

■このパンフレットは期間建運送保険の概要を説明したものです。ご不明な点につきましては取扱代理店または共栄火災営業店にお問い合わせください。
■ご契約の際は必ず「重要事項説明書」等をご覧ください。
■取扱代理店は共栄火災との委託契約に基づいて、保険契約の締結、保険料の領収、保険料領収証の交付、契約の管理等の代理業務を行っております。し
たがって、取扱代理店と締結して有効に成立したご契約については、共栄火災と直接契約されたものとなります。
■保険料をお支払いの際は、共栄火災所定の保険料領収証を発行いたしますので、お確かめください。また、ご契約後1か月を経過しても保険証券が届かな
い場合には、お手数ですが、共栄火災営業店にご照会ください。

ご注意ください

○送り状､作業日報
○事故品の写真

○保険金請求書兼同意書(共栄火災書式）
○仕切状または貨物の価額を示す書類

○事故報告書(共栄火災書式)
○損害額を示す書類

また、保険金を請求される場合には、損害発生の事実および損害額を立証するものとして通常次のものが必要となります。

保管期間（1か月を限度とします。）
保管中支払限度額（てん補限度額）

保険の対象（貨物の名称、荷姿など）
輸送区間（複数ある場合はすべてお知らせください。）
輸送方法
輸送中支払限度額（てん補限度額）
年間見積輸送額または前年の年間輸送実績額

各特定保管場所の名称・所在地、建物の構造
各特定保管場所の年間平均在庫額
各特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）
不特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）
（不特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）には一定の制限がございますのでご注意ください。）
不特定保管場所経由額

4

○その他共栄火災が指定した書類



すべての偶然な事故により貨物に生じた
損害に対して保険金をお支払いします。
ただし、野積み貨物、および被覆の完全で
ない輸送用具（船舶およびはしけを除きま
す。）に積載される貨物等、特定危険担保
でのみの補償となる貨物もございます。

火災、爆発、輸送用具の衝突・転覆・脱
線・墜落・不時着・沈没・座礁・座州によ
り貨物に生じた損害または共同海損犠牲
損害に対して保険金をお支払いします。

12-
34

56-78

オール・リスク担保

特定危険担保

補償の対象となる損害はご契約時にお取決めいただいた保険条件によって異なりま
す。ただし、｢保険金をお支払いできない主な損害｣もありますのでご注意ください。貨物

の損害
1

保険金お支払いの対象となる事故（保険事故）が発生した場合、貨物の損害に加え、
次の費用の損害に対しても保険金をお支払いします。ただし、救助料および継搬費用
については貨物の損害と費用の損害を合算して保険金額を限度とします。

費用
の損害

2

火災、爆発 トラックの衝突、
転覆等の交通事故

破損、まがり、へこみ 盗難、荷造りごと
の不着

損害防止費用

損害の発生および拡大の防止義務を
履行するために支出した必要または有
益な費用

継 搬 費 用

12-34

救 助 料

12-34

物流リスクをバックアップ
期間建運送保険で安心と確実な備えを

※輸送中のみを補償することもできます。

期間建運送保険とは

お す す め ポ イ ント

火災、落雷、破裂、爆発、雨濡れ、汚損、破損、盗難などほとんどすべての偶然な事故により生じた損害
を幅広く補償する保険です ※。また、保険金支払い対象となる事故（保険事故）が発生した場合、貨物
の損害に加え、損害防止費用、救助料、継搬費用の費用損害に対しても保険金をお支払いします。

1

※貨物の種類によっては、保険条件（補償の対象となる損害）を制限させていただく場合もございます。（後記「補償の対象
となる損害」をご参照ください。） 

保管中も補償されます。
日本国内の輸送に加え、これに付随する保管中も補償されます。
保管中については、自社の保管倉庫など特定された保管場所（特定保管場所）は
もとより、期間建運送保険（B）方式でご契約の場合、物流過程においてあらかじ
め特定することが難しい保管場所（不特定保管場所）も補償することができます。

3

支払限度額（てん補限度額）は自動的に復元します。
1回の事故により生じた損害のうち、支払限度額（てん補限度額）※を限度とし、
契約時に定めた協定保険価額に基づいて保険金をお支払いします。
また、ご契約の際に特別な取り決めを行わない限り、保険契約期間中、保険
金のお支払いが何回あっても支払限度額（てん補限度額）は自動復元し、万
一事故が再発した場合も安心です。

2

割安な保険料
年間契約とすることにより、輸送ごとに保険を手配する場合よりも割安な保険料となっています。
また、次年度以降はお引受け実績に基づき、保険料（率）の調整（割引・割増）が行われます。
そのため、一定以上の良績であれば保険料（率）が引き下げられます。

5

ご契約手続きが簡単です。
年 1 回のご契約手続きで1 年間包括的に補償しますので、輸送ごとに保険を手配する必要
がありません。
また、確定保険料特別条項を付帯いただくと毎月の輸送額の通知、確定精算の手続き※も不要と
なります。

4

※後記｢保険料のお支払い方法｣をご参照ください。

オール・リスク担保ならワイドな補償が得られます。

期間建運送保険は継続的に輸送される貨物の輸送中およびこれに
付随する保管中※に生じた損害を1年間カバーする運送保険です。

※支払限度額（てん補限度額）は物流実態に合わせご設定ください。

事故の種類

すべての偶然な事故により貨物に生じた
損害に対して保険金をお支払いします。
ただし、野積み貨物、および被覆の完全で
ない輸送用具（船舶およびはしけを除きま
す。）に積載される貨物等、特定危険担保
でのみの補償となる貨物もございます。

火災、爆発、輸送用具の衝突・転覆・脱
線・墜落・不時着・沈没・座礁・座州によ
り貨物に生じた損害または共同海損犠牲
損害に対して保険金をお支払いします。

オール・リスク担保

特定危険担保

雨、雪等による
濡れ

すり傷、かぎ傷 汚れ 虫食い、
ねずみ食い事故の種類

救助契約に基づかないで、貨物を救助
した者に支払うべき報酬

貨物を仕向地に輸送するために要した費用
ただし、次の費用を除きます。
● 原運送契約によって運送人が負担すべき費用
●貨物について通常要すべき費用
● 被保険者（補償の対象となる方）が任意に支出し
た費用

補償の対象となる損害

ご契約方式

A
方式

発送 損害
発生

×
発送 損害

発生

発送 損害
発生

保険契約期間

Ｂ
方式

1年間の保険契約期間内に｢輸送中｣または｢これに付随する保管中｣の貨物に生じた※損害を補償する方式です。
当方式では、保管期間の制限はありません。

1年間の保険契約期間内に発送される貨物の｢輸送中｣および｢これに付随する保管中｣に生じた※損害を補
償する方式です。当方式では保管期間は1か月を限度とします。

発送 損害
発生

発送 損害
発生

発送 損害
発生

保険契約期間

×

※貨物の輸送開始時期にかかわらず、保険契約期間中に生じた事故に対し保険金をお支払いします。損
害
発
生
時
ベ
ー
ス

発
送
日
ベ
ー
ス

※保険期間中に輸送を開始した貨物に対し保険金をお支払いします。

ご契約方式は「A方式」と「B方式」の2通りあります。物流実態に合わせてお選びください。

※ただし、次に掲げる貨物は補償の対象とすることができませんのでご注意ください。

お引受けできる貨物（保険の対象）

ご契約時にご申告いただいた日本国内を輸送する
すべての貨物を補償の対象とします。※

お引受けできない貨物

期間建運送保険（A）
期間建運送保険（Ｂ） 共通

期間建運送保険（Ｂ）

貨紙幣類、
有価証券 金・銀・白金の地金

自動車※
※工作用自動車および自動二輪車を除きます

保険金を
お支払いします。
保険金を
お支払い
できません。

保険金を
お支払いします。
保険金を
お支払い
できません。

1 2 3



すべての偶然な事故により貨物に生じた
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支払限度額（てん補限度額）は自動的に復元します。
1回の事故により生じた損害のうち、支払限度額（てん補限度額）※を限度とし、
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また、ご契約の際に特別な取り決めを行わない限り、保険契約期間中、保険
金のお支払いが何回あっても支払限度額（てん補限度額）は自動復元し、万
一事故が再発した場合も安心です。
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割安な保険料
年間契約とすることにより、輸送ごとに保険を手配する場合よりも割安な保険料となっています。
また、次年度以降はお引受け実績に基づき、保険料（率）の調整（割引・割増）が行われます。
そのため、一定以上の良績であれば保険料（率）が引き下げられます。

5

ご契約手続きが簡単です。
年 1 回のご契約手続きで1 年間包括的に補償しますので、輸送ごとに保険を手配する必要
がありません。
また、確定保険料特別条項を付帯いただくと毎月の輸送額の通知、確定精算の手続き※も不要と
なります。

4

※後記｢保険料のお支払い方法｣をご参照ください。

オール・リスク担保ならワイドな補償が得られます。

期間建運送保険は継続的に輸送される貨物の輸送中およびこれに
付随する保管中※に生じた損害を1年間カバーする運送保険です。

※支払限度額（てん補限度額）は物流実態に合わせご設定ください。

事故の種類

すべての偶然な事故により貨物に生じた
損害に対して保険金をお支払いします。
ただし、野積み貨物、および被覆の完全で
ない輸送用具（船舶およびはしけを除きま
す。）に積載される貨物等、特定危険担保
でのみの補償となる貨物もございます。

火災、爆発、輸送用具の衝突・転覆・脱
線・墜落・不時着・沈没・座礁・座州によ
り貨物に生じた損害または共同海損犠牲
損害に対して保険金をお支払いします。

オール・リスク担保

特定危険担保

雨、雪等による
濡れ

すり傷、かぎ傷 汚れ 虫食い、
ねずみ食い事故の種類

救助契約に基づかないで、貨物を救助
した者に支払うべき報酬

貨物を仕向地に輸送するために要した費用
ただし、次の費用を除きます。
● 原運送契約によって運送人が負担すべき費用
●貨物について通常要すべき費用
● 被保険者（補償の対象となる方）が任意に支出し
た費用

補償の対象となる損害

ご契約方式

A
方式

発送 損害
発生

×
発送 損害

発生

発送 損害
発生

保険契約期間

Ｂ
方式

1年間の保険契約期間内に｢輸送中｣または｢これに付随する保管中｣の貨物に生じた※損害を補償する方式です。
当方式では、保管期間の制限はありません。

1年間の保険契約期間内に発送される貨物の｢輸送中｣および｢これに付随する保管中｣に生じた※損害を補
償する方式です。当方式では保管期間は1か月を限度とします。

発送 損害
発生

発送 損害
発生

発送 損害
発生

保険契約期間

×

※貨物の輸送開始時期にかかわらず、保険契約期間中に生じた事故に対し保険金をお支払いします。損
害
発
生
時
ベ
ー
ス

発
送
日
ベ
ー
ス

※保険期間中に輸送を開始した貨物に対し保険金をお支払いします。

ご契約方式は「A方式」と「B方式」の2通りあります。物流実態に合わせてお選びください。

※ただし、次に掲げる貨物は補償の対象とすることができませんのでご注意ください。

お引受けできる貨物（保険の対象）

ご契約時にご申告いただいた日本国内を輸送する
すべての貨物を補償の対象とします。※

お引受けできない貨物

期間建運送保険（A）
期間建運送保険（Ｂ） 共通

期間建運送保険（Ｂ）

貨紙幣類、
有価証券 金・銀・白金の地金

自動車※
※工作用自動車および自動二輪車を除きます

保険金を
お支払いします。
保険金を
お支払い
できません。

保険金を
お支払いします。
保険金を
お支払い
できません。
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すべての偶然な事故により貨物に生じた
損害に対して保険金をお支払いします。
ただし、野積み貨物、および被覆の完全で
ない輸送用具（船舶およびはしけを除きま
す。）に積載される貨物等、特定危険担保
でのみの補償となる貨物もございます。

火災、爆発、輸送用具の衝突・転覆・脱
線・墜落・不時着・沈没・座礁・座州によ
り貨物に生じた損害または共同海損犠牲
損害に対して保険金をお支払いします。

12-
34

56-78

オール・リスク担保

特定危険担保

補償の対象となる損害はご契約時にお取決めいただいた保険条件によって異なりま
す。ただし、｢保険金をお支払いできない主な損害｣もありますのでご注意ください。貨物

の損害
1

保険金お支払いの対象となる事故（保険事故）が発生した場合、貨物の損害に加え、
次の費用の損害に対しても保険金をお支払いします。ただし、救助料および継搬費用
については貨物の損害と費用の損害を合算して保険金額を限度とします。

費用
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2
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継 搬 費 用

12-34

救 助 料

12-34
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お す す め ポ イ ント

火災、落雷、破裂、爆発、雨濡れ、汚損、破損、盗難などほとんどすべての偶然な事故により生じた損害
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の損害に加え、損害防止費用、救助料、継搬費用の費用損害に対しても保険金をお支払いします。

1
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3
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また、ご契約の際に特別な取り決めを行わない限り、保険契約期間中、保険
金のお支払いが何回あっても支払限度額（てん補限度額）は自動復元し、万
一事故が再発した場合も安心です。

2

割安な保険料
年間契約とすることにより、輸送ごとに保険を手配する場合よりも割安な保険料となっています。
また、次年度以降はお引受け実績に基づき、保険料（率）の調整（割引・割増）が行われます。
そのため、一定以上の良績であれば保険料（率）が引き下げられます。

5

ご契約手続きが簡単です。
年 1 回のご契約手続きで1 年間包括的に補償しますので、輸送ごとに保険を手配する必要
がありません。
また、確定保険料特別条項を付帯いただくと毎月の輸送額の通知、確定精算の手続き※も不要と
なります。

4

※後記｢保険料のお支払い方法｣をご参照ください。

オール・リスク担保ならワイドな補償が得られます。

期間建運送保険は継続的に輸送される貨物の輸送中およびこれに
付随する保管中※に生じた損害を1年間カバーする運送保険です。

※支払限度額（てん補限度額）は物流実態に合わせご設定ください。

事故の種類

すべての偶然な事故により貨物に生じた
損害に対して保険金をお支払いします。
ただし、野積み貨物、および被覆の完全で
ない輸送用具（船舶およびはしけを除きま
す。）に積載される貨物等、特定危険担保
でのみの補償となる貨物もございます。

火災、爆発、輸送用具の衝突・転覆・脱
線・墜落・不時着・沈没・座礁・座州によ
り貨物に生じた損害または共同海損犠牲
損害に対して保険金をお支払いします。

オール・リスク担保

特定危険担保

雨、雪等による
濡れ

すり傷、かぎ傷 汚れ 虫食い、
ねずみ食い事故の種類

救助契約に基づかないで、貨物を救助
した者に支払うべき報酬

貨物を仕向地に輸送するために要した費用
ただし、次の費用を除きます。
● 原運送契約によって運送人が負担すべき費用
●貨物について通常要すべき費用
● 被保険者（補償の対象となる方）が任意に支出し
た費用

補償の対象となる損害

ご契約方式

A
方式

発送 損害
発生

×
発送 損害

発生

発送 損害
発生

保険契約期間

Ｂ
方式

1年間の保険契約期間内に｢輸送中｣または｢これに付随する保管中｣の貨物に生じた※損害を補償する方式です。
当方式では、保管期間の制限はありません。

1年間の保険契約期間内に発送される貨物の｢輸送中｣および｢これに付随する保管中｣に生じた※損害を補
償する方式です。当方式では保管期間は1か月を限度とします。

発送 損害
発生

発送 損害
発生

発送 損害
発生

保険契約期間

×

※貨物の輸送開始時期にかかわらず、保険契約期間中に生じた事故に対し保険金をお支払いします。損
害
発
生
時
ベ
ー
ス

発
送
日
ベ
ー
ス

※保険期間中に輸送を開始した貨物に対し保険金をお支払いします。

ご契約方式は「A方式」と「B方式」の2通りあります。物流実態に合わせてお選びください。

※ただし、次に掲げる貨物は補償の対象とすることができませんのでご注意ください。

お引受けできる貨物（保険の対象）

ご契約時にご申告いただいた日本国内を輸送する
すべての貨物を補償の対象とします。※

お引受けできない貨物

期間建運送保険（A）
期間建運送保険（Ｂ） 共通

期間建運送保険（Ｂ）

貨紙幣類、
有価証券 金・銀・白金の地金

自動車※
※工作用自動車および自動二輪車を除きます

保険金を
お支払いします。
保険金を
お支払い
できません。

保険金を
お支払いします。
保険金を
お支払い
できません。
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積荷（貨物）の保険
2025年12月

事業者向け

お問い合わせ先

本社／〒105-8604 東京都港区新橋1-18-6
ホームページ　https://www.kyoeikasai.co.jp/

ご 契 約 に あ た っ て

保険契約期間
保険契約期間は1年間とし、保険証券記載の保険始期日の午前0時(保険証券にこれと異なる時刻が記載されているときはその時刻)から保険終期日の
午後12時までとします。

特　約

損害賠償請求権放棄特別約款
輸送中または保管中に生じた事故に対して、運送業者などに求償してはならない事情がある場合には、この特約を付帯することによって、保険事故発
生時に共栄火災が被保険者から代位取得する損害賠償請求権を放棄することができます。
本特約付帯には割増保険料が必要となります。

保険料のお支払い方法

①保険契約期間前に次の算式で算出した暫定保険料をお支払いください。　

②毎月の輸送額を所定の通知日までにご通知ください。
③ご通知いただいた輸送額に基づき、3か月ごとに確定保険料をお支払いください。※

暫定保険料＝年間見積輸送額×　 ×保険料率1
4

（例）4月1日始期日のご契約
保険契約期間

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4月
保険料支払
輸送額の通知

暫定 ① ② ③
* * * * * * * * * * * *

暫定保険料お支払い
第1回から第3回までの確定保険料お支払い
第4回確定保険料お支払い（暫定保険料との差額を精算します。）※
輸送額の通知

暫 定
① ～ ③
確定精算

*※確定保険料のお支払い方法は、月払、半年払、年払も選択いただけます。
（注1）1契約あたりの最低保険料は120,000円です。
（注2）確定保険料特別条項を付帯いただくと、毎月の輸送額の通知、確定精算が不要となります。
（注3）確定精算「輸送額」通知特別約款を付帯いただくと、確定保険料の払込みに応じた期間分をとりまとめての報告が可能です。

確定精算

貨物の損害と費用の損害の合計額に対して、支払限度額（てん補限度額）を限度として保険金を
お支払いします。なお、てん補限度額は物流実態に合わせて設定させていただきます。

（注）支払限度額（てん補限度額）は1回の保険事故ごとに適用され、ご契約の際に特別な取決めを行わない限り、自動復元されます。

次に掲げる事由によって生じた損害は、保険金支払い対象となりません。
保険契約者、被保険者の故意または重大な過失
貨物の自然の消耗またはその性質もしくは欠陥によって生じた自然発火、自然爆発、むれ、かび、腐敗、変質、変色、さび、蒸発
荷造りの不完全
輸送用具、輸送方法または輸送に従事する者が出発時に、貨物を安全に輸送するのに適していなかった場合
運送の遅延
違約金、慰謝料、逸失利益などの間接損害
戦争危険、ストライキ危険、暴動、社会騒じょう、集団的暴行などの危険
検疫または公権力による処分
地震・噴火もしくはこれらによる津波またはこれらに関連のある火災などの危険
原子核反応または原子核の崩壊
保管中の紛失、その他原因不明の数量不足
保管中の貨物に対するテロリストまたは政治的動機から行動する者の行為
化学兵器、生物兵器、生物化学兵器、電磁気兵器  
サイバー攻撃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…など

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

具体的な保険料は、ご契約のつど個別に計算いたしますが、その際、次の事項をお知らせください。

1事故支払限度額（てん補限度額）

貨物の損害 費用の損害

保険金のお支払い方法

保険金をお支払いできない主な損害

保険料のお見積りにあたって

共通

期間建運送保険（Ａ）

期間建運送保険（B）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

【保管中担保の場合】

PB203800（25.12改）M
25-1956-20261223

（期間建運送保険（Ａ）特別約款／期間建運送保険（Ｂ）特別約款付運送保険）
期間建運送保険

もしも事故が起こったら…
すみやかに取扱代理店または下記までご連絡ください。

0120-044-077 通話料
無料２４時間365日事故受付サービス「あんしんほっとライン」

保険に関するお問い合わせ・ご相談・苦情は
商品・契約内容に関するお問い合わせ・ご相談・苦情、各種お手続き、保険料のお見積りは、取扱代理店または共栄火災営業店にご連絡ください。

■このパンフレットは期間建運送保険の概要を説明したものです。ご不明な点につきましては取扱代理店または共栄火災営業店にお問い合わせください。
■ご契約の際は必ず「重要事項説明書」等をご覧ください。
■取扱代理店は共栄火災との委託契約に基づいて、保険契約の締結、保険料の領収、保険料領収証の交付、契約の管理等の代理業務を行っております。し
たがって、取扱代理店と締結して有効に成立したご契約については、共栄火災と直接契約されたものとなります。
■保険料をお支払いの際は、共栄火災所定の保険料領収証を発行いたしますので、お確かめください。また、ご契約後1か月を経過しても保険証券が届かな
い場合には、お手数ですが、共栄火災営業店にご照会ください。

ご注意ください

○送り状､作業日報
○事故品の写真

○保険金請求書兼同意書(共栄火災書式）
○仕切状または貨物の価額を示す書類

○事故報告書(共栄火災書式)
○損害額を示す書類

また、保険金を請求される場合には、損害発生の事実および損害額を立証するものとして通常次のものが必要となります。

保管期間（1か月を限度とします。）
保管中支払限度額（てん補限度額）

保険の対象（貨物の名称、荷姿など）
輸送区間（複数ある場合はすべてお知らせください。）
輸送方法
輸送中支払限度額（てん補限度額）
年間見積輸送額または前年の年間輸送実績額

各特定保管場所の名称・所在地、建物の構造
各特定保管場所の年間平均在庫額
各特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）
不特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）
（不特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）には一定の制限がございますのでご注意ください。）
不特定保管場所経由額

4

○その他共栄火災が指定した書類



積荷（貨物）の保険
2025年12月

事業者向け

お問い合わせ先

本社／〒105-8604 東京都港区新橋1-18-6
ホームページ　https://www.kyoeikasai.co.jp/

ご 契 約 に あ た っ て

保険契約期間
保険契約期間は1年間とし、保険証券記載の保険始期日の午前0時(保険証券にこれと異なる時刻が記載されているときはその時刻)から保険終期日の
午後12時までとします。

特　約

損害賠償請求権放棄特別約款
輸送中または保管中に生じた事故に対して、運送業者などに求償してはならない事情がある場合には、この特約を付帯することによって、保険事故発
生時に共栄火災が被保険者から代位取得する損害賠償請求権を放棄することができます。
本特約付帯には割増保険料が必要となります。

保険料のお支払い方法

①保険契約期間前に次の算式で算出した暫定保険料をお支払いください。　

②毎月の輸送額を所定の通知日までにご通知ください。
③ご通知いただいた輸送額に基づき、3か月ごとに確定保険料をお支払いください。※

暫定保険料＝年間見積輸送額×　 ×保険料率1
4

（例）4月1日始期日のご契約
保険契約期間

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4月
保険料支払
輸送額の通知

暫定 ① ② ③
* * * * * * * * * * * *

暫定保険料お支払い
第1回から第3回までの確定保険料お支払い
第4回確定保険料お支払い（暫定保険料との差額を精算します。）※
輸送額の通知

暫 定
① ～ ③
確定精算

*※確定保険料のお支払い方法は、月払、半年払、年払も選択いただけます。
（注1）1契約あたりの最低保険料は120,000円です。
（注2）確定保険料特別条項を付帯いただくと、毎月の輸送額の通知、確定精算が不要となります。
（注3）確定精算「輸送額」通知特別約款を付帯いただくと、確定保険料の払込みに応じた期間分をとりまとめての報告が可能です。

確定精算

貨物の損害と費用の損害の合計額に対して、支払限度額（てん補限度額）を限度として保険金を
お支払いします。なお、てん補限度額は物流実態に合わせて設定させていただきます。

（注）支払限度額（てん補限度額）は1回の保険事故ごとに適用され、ご契約の際に特別な取決めを行わない限り、自動復元されます。

次に掲げる事由によって生じた損害は、保険金支払い対象となりません。
保険契約者、被保険者の故意または重大な過失
貨物の自然の消耗またはその性質もしくは欠陥によって生じた自然発火、自然爆発、むれ、かび、腐敗、変質、変色、さび、蒸発
荷造りの不完全
輸送用具、輸送方法または輸送に従事する者が出発時に、貨物を安全に輸送するのに適していなかった場合
運送の遅延
違約金、慰謝料、逸失利益などの間接損害
戦争危険、ストライキ危険、暴動、社会騒じょう、集団的暴行などの危険
検疫または公権力による処分
地震・噴火もしくはこれらによる津波またはこれらに関連のある火災などの危険
原子核反応または原子核の崩壊
保管中の紛失、その他原因不明の数量不足
保管中の貨物に対するテロリストまたは政治的動機から行動する者の行為
化学兵器、生物兵器、生物化学兵器、電磁気兵器  
サイバー攻撃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…など
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具体的な保険料は、ご契約のつど個別に計算いたしますが、その際、次の事項をお知らせください。

1事故支払限度額（てん補限度額）

貨物の損害 費用の損害

保険金のお支払い方法

保険金をお支払いできない主な損害

保険料のお見積りにあたって

共通

期間建運送保険（Ａ）

期間建運送保険（B）
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●

【保管中担保の場合】

PB203800（25.12改）M
25-1956-20261223

（期間建運送保険（Ａ）特別約款／期間建運送保険（Ｂ）特別約款付運送保険）
期間建運送保険

もしも事故が起こったら…
すみやかに取扱代理店または下記までご連絡ください。

0120-044-077 通話料
無料２４時間365日事故受付サービス「あんしんほっとライン」

保険に関するお問い合わせ・ご相談・苦情は
商品・契約内容に関するお問い合わせ・ご相談・苦情、各種お手続き、保険料のお見積りは、取扱代理店または共栄火災営業店にご連絡ください。

■このパンフレットは期間建運送保険の概要を説明したものです。ご不明な点につきましては取扱代理店または共栄火災営業店にお問い合わせください。
■ご契約の際は必ず「重要事項説明書」等をご覧ください。
■取扱代理店は共栄火災との委託契約に基づいて、保険契約の締結、保険料の領収、保険料領収証の交付、契約の管理等の代理業務を行っております。し
たがって、取扱代理店と締結して有効に成立したご契約については、共栄火災と直接契約されたものとなります。
■保険料をお支払いの際は、共栄火災所定の保険料領収証を発行いたしますので、お確かめください。また、ご契約後1か月を経過しても保険証券が届かな
い場合には、お手数ですが、共栄火災営業店にご照会ください。

ご注意ください

○送り状､作業日報
○事故品の写真

○保険金請求書兼同意書(共栄火災書式）
○仕切状または貨物の価額を示す書類

○事故報告書(共栄火災書式)
○損害額を示す書類

また、保険金を請求される場合には、損害発生の事実および損害額を立証するものとして通常次のものが必要となります。

保管期間（1か月を限度とします。）
保管中支払限度額（てん補限度額）

保険の対象（貨物の名称、荷姿など）
輸送区間（複数ある場合はすべてお知らせください。）
輸送方法
輸送中支払限度額（てん補限度額）
年間見積輸送額または前年の年間輸送実績額

各特定保管場所の名称・所在地、建物の構造
各特定保管場所の年間平均在庫額
各特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）
不特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）
（不特定保管場所の支払限度額（てん補限度額）には一定の制限がございますのでご注意ください。）
不特定保管場所経由額

4

○その他共栄火災が指定した書類




